
 

 

 

 

Method for  s tandard  penet rat ion test  

概  要 

標準貫入試験(SPT)は、SPT サンプラーを動的貫入する

ことによって地盤の硬軟、締まり具合の判定、及び土層構成

を把握するための試料の採取を目的とする。 

本試験は、質量 63.5±0.5kg のハンマーを 760mm の

高さからアンビルに落下させて、SPT サンプラーを打ち込

む。Ｎ値は、SPT サンプラーを(自重及び予備打ちによって

貫入させた後)300mm 打ち込むのに必要な打撃回数である。 

日本の設計基準等で設計用地盤定数に採用するためのＮ

値を求めるためには、附属書 A(JIS A1219)(下記試験法)

示した標準貫入試験仕様による。 
 

     試験方法 

① ボーリングにより試験開始深度まで掘削する。 

② SPT サンプラーを静かに孔底まで挿入する。 

③ ロッド頭部にアンビル及びガイド用のロッドを装着する。 

④ ガイド用ロッドなどの鉛直性を確保する。 

⑤ ハンマーを静かにアンビルにセットする。 

⑥ 質量63.5±0.5kgのハンマーを760±1０mmの高さか

ら自由落下させ、アンビルを打撃する。 

⑦ ハンマーの打撃によって 150mm の予備打ちの後に、

300mm の本打ちを行う。 

⑧ 本打ちでは原則として 100mm 毎に打撃回数を測定する。 

⑨ 打撃回数の上限は 50～100 回とし、30０mm の貫入に

要する総打撃回数が上限値に達した場合には、その時の貫

入量を記録する。 

＊ ハンマーの落下を伴わずにサンプラーが貫入する“自沈”

には、“ロッド自沈”と“ハンマー自沈”がある。 

＊ 予備打ち及び本打ちにおいて、50 回の打撃に対して累積

貫入量が 10mm 未満の場合を“貫入不能”とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
     

 

図-1 標準貫入試験装置概略図 
引用：地盤調査の方法と解説―二分冊 1―（地盤工学会） 
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図-３ SPT サンプラー 

図-２ 半自動落下装置とハンマー・アンビル 

写真-１ SPT サンプラーによる 
砂試料の採取状況 

アンビル 

ハンマー 



 

 

結果の利用 

表-１ N 値から推定される項目 

土の種類 土・岩の特性 設計への利用 

砂質土 

相対密度 

変形係数 

動的性質 

地耐力 

（支持力､沈下量） 

内部摩擦角の推定 

液状化の判定 

杭の支持力 

（先端・周面摩擦） 

Ｓ波速度 

粘性土 
硬軟の程度 

一軸圧縮強度 

コンシステンシーと 

強さの推定 

地耐力､支持力 

軟 岩 
せん断強度 

単位体積重量 

せん断強度 C、φと 

単位体積重量の推定 
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写真-２ 標準貫入試験実施例（半自動落下装置使用） 

 

図-６ 砂質地盤の Es とＮ値の関係 [(社)日本建築学会｢建築基礎構造設計指針｣より] 

 

表-２ 換算Ｎ値と軟岩の平均強度定数の関係 

図-５ qu 、σ1－σ3値と N 値の関係 

図-１～図-５、表-２：(社)地盤工学会「地盤調査の方法と解説」より 

図-４ Ｎ値と砂のせん断抵抗角の関係 

ドライブハンマー 

図-7 Ｎ値からφの算出方法[(社)日本道路協会｢道路橋示方書・同解説Ⅳ下部構造編｣] 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


